2013年11月度　つぎ夢研究会定例会議事録
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2013年11月24日（日）17：30～20：25
司会：米内山先生
■プロレスリングNOAH応援プロジェクト：内山先生
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●プロジェクトの概要
・　「プロレスリングNOAH　田上火山、最後の噴火」
・　NOAHの経営を36名の診断士、税理士等が支援（つぎ夢からは小林・内山）
・　12月7日（土）、田上選手（社長）の有明コロシアムでの引退興行を満員にしようという企画
●田上明社長の魅力
・　大きい、謙虚、技がユニーク
●プロレスリングNOAHの魅力
・　選手の格好よさ、激しさ、親しみやすさ
●お願い
・　情報発信（Facebook）、田上選手への応援メッセージ、来場
	


■強みプレゼンリレー
①発表者：酒井先生（→次回発表者：大野先生）
	●プロフィール
・　静岡県浜松市出身
・　新卒でNEC入社、人事担当として海外勤務者サポート
・　結婚退社後10年間専業主婦、社会保険労務士合格で社会復帰
●診断士受験のきっかけと受験歴
・　社労士としての労務サポートだけでなく、本業に対してもアドバイスしたい
・　2012年、5回目の受験で合格
●現在の仕事
・　超小規模の社労士事務所（社労士は所長と2人だけ）
・　仕事の内容は相談対応、社会保険、就業規則チェック等
・　社労士も競争が激化、付加価値が必要
●これから、診断士として
・　従業員のモチベーションや定着率を高める仕事をしたい
・　女性の起業や就業の支援を行いたい
・　「知識だけで解決できない案件」に自信をもって対応したい
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②発表者：大沢先生（→次回発表者：小野先生）
	●自己紹介
・　神奈川県海老名市出身、東京都狛江市在住
・　システム受託開発会社勤務
・　業務内容は設計、製造、試験、リリース、運用等
・　これまで13案件を手掛ける
・　直近の案件は、①高度管理医療機器輸入、製造、販売、②電気通信事業、③携帯電話事業の3社
●強み
・　様々な現場で異なる案件を、設計から製造、運用まで経験
・　年間リリース作業70件中、自責トラブルゼロ
・　安心することなく、疑問点はすぐに解消するよう心掛けている
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③発表者：大場先生（→次回発表者：植本先生）
	●自己紹介
・　神奈川県横浜市出身
・　2度目の受験で平成24年度合格
・　現在、横浜市役所勤務
・　趣味は大学時代からのテナーサックス、いけばな、スノボ
●経歴
・　新卒として百貨店勤務、1年間京都で婦人服・靴・子供服担当、色彩検定1級取得
・　横浜市役所に転職、経済局で①中小企業支援、②中小企業ものづくり支援を担当、金沢区役所で①地域コミュニティ支援、②郷土史普及啓発を担当
・　平成24年4月からビジネススクール在籍中（通学しながら診断士の勉強をした）
●診断士を志望した理由
・　中小企業支援を業務にしたことからの向上心
・　自らが企業と対話できるようになった上で立案したいとの気持ち
●強み
・　中小企業支援の経験、特に、助成金・補助金審査側の目線
・　色彩の知識・感覚
・　何にでも手を出す好奇心と勢い
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■連絡事項：高久先生
①最近のつぎ夢の案件紹介
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●保土ヶ谷区の千丸台商店街
・　ハロウィンでかぼちゃの重さを当てよう！

・　商店街マップの作成
・　日本一小さなまちゼミ
●横浜駅西口五番街商店会
・　ごちそうフェスティバル（横浜FCを応援）

・　シンボルアーチをリニューアル（愛称募集）
	


②独立系食料品の今後について
	●概要

・　神奈川県西部にある個人経営のコンビニエンスストアの再建について商工会から依頼

・　オーナーは50歳代、病のリスク
●現状
・　品揃えで見劣り
・　車を持たないお年寄りで成り立っている
・　オーナーの母は80歳代、店番及び地域のお年寄りとのコミュニケーション役
・　年商は入院前900万円、現在は500万円
・　毎年赤字
●今後

・　母の痴呆症予防の意味もあり、今後も店を続けたい

・　年間100万円の固定費（主に大型冷蔵庫）が回収できればいい
・　高久先生自身のアイデアとして、冷蔵庫を1台に減らして光熱費を40～50万円に抑える、歓談しやすいレイアウトにする等を考えたが、名案が思い浮かばない
・　良いアイデアがあれば（撤退も含めて）出してほしい
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■メインセミナー「明日から使える接遇マナー講座～魔法の1秒応対術～」
　CA株式会社代表　豊澤早一妃（とよさわ　さなえ）氏
	●プロフィール

・　静岡県浜松市出身
・　1985年、日本航空にCAとして入社
・　2008年、JAL WAYsにインストラクターとして出向
・　2010年、日本航空退社、現在は講演活動を中心にCA株式会社を経営
●なぜ今「おもてなし」が必要か
・　「和を以て貴しと為す」は、日本人のおもてなしの心を表したもの＝違うものを尊重し、認め合い、調和させる
●「接客」と「接遇」の違いは
・　接客に必要なのは、業務スキル、接客マナー
・　接遇には「心をこめる」ことが必要
●機内で出会ったおもてなしの達人
・　接遇で必要な笑顔はすぐに出るものではなく、いつも意識していてできるもの、「板についている」こと
・　故逸見政孝さん（お休みシートの裏に平成教育委員会の答えのことを書いた際、最後まで機内に残って答えてくれた）、郷ひろみさん（誰に対しても笑顔で「ありがとう」）、ローソン・新浪社長（多忙なのに笑顔）、これらの人の共通点は、「感謝の気持ち」、「素直で謙虚」、「挨拶の名人」、「言葉がけの名人」、「洞察力に優れる」
・　逆に「CAに嫌われるタイプの人」には、肩書で生きている人が多い（仕業、医者、会社役員等）、「自分が一番でないといや」、「無表情」、「察することができない」、「相手の立場に立つことができない」
●「おもてなしの心」を何で表現するか
・　それは「挨拶」、しかも目上の方からすべき
・　「三身一体（心と言葉と所作）」、この3つが1つになり思いが届く
・　交錯するいろいろな思いを1秒に凝縮させ、言葉と仕草で、余韻を残すようにする、これが接遇術
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次回日程　2014年1月26日（日）17：30～
以　上
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